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香炉 ( 1 -4篠本城跡、 5傍示戸遺跡) ( 1 後期 I 、
期N新、 3 後期E 、 4 後期W古)

花瓶
花瓶は青磁を模して作っていて 、 下るに連

れてロが朝顔状に大きく開き 、 台も開いて安

定患が増し 、 本体は大きいものと小さいもの

どがある。施粕は鉄粕と灰華由、 飴華由ど

がある。

香炉
香炉は青磁を模し

て作った袴腰香炉と
筒形香炉があり 、 い

ずれも底に 3 点の足

が付〈。紬は鉄勅と

灰紬とがある。

花井!i ( 6-9篠本械跡、 10新台遺跡)( 6 中期 I 、 7 ・ 9 後期W古、 B 後期 E 、 10中期W)
20 
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②瀬戸・美濃中世末から戦国期
1 5世紀末から 1 6世紀の戦国期になると 、 瀬戸地域では害窯からより焼成に効率的な構造の

窯を造 1) 出した。これが大窯と呼ばれ、製品にも技術的な進歩と需要の選択が進み、 小皿と茶
碗を主とした小物の生産が多くなった。この中から茶陶への進化し、織部 ・ 志野に見る様な色
物や柄物が出現する。町内では篠本城跡や神山谷遺跡、 芝崎遺跡など、 1 5世紀末から 1 6世紀

の遺跡で、大窯製品の皿、 播鉢などが出土しているが、 瀬戸害窯後期よリ少なくなっている。

害窯後期~大窯製品
( 1 ・ 2 縁軸小皿、 3 ・ 4腰折皿、
5 丸皿、 6 丸碗)( 1 -3篠本城跡、
5 神山谷遺跡、 6 新台遺跡、 4 芝
崎遺跡)( 2 は挟皿)( 1 ・ 2 大窯 1
3 ・ 4後期N新、 5 大窯 2 、 6 後
期 11 )

大窯製品 ( 1 2 ・ 1 3腰折皿、 7 - 11 .2 1 丸皿、 24丸碗、 1 4-20折縁皿、 22 ・ 23菊皿)( 9. 1 0.2 1 ・ 24篠本城跡、 11 ・ 1 2 ・
1 4- 1 6 ・ 1 9. 20 ・ 22神山谷遺跡、 7' 8.17 .1 8 ・ 23芝崎遺跡)( 7 大窯 1. 8 大窯 3 、 17大窯4 前、 22大窯 4 、 2 3登窯前)



大窯期縁紬小皿 ( 1 新台遺跡、 2傍示戸遺跡、 3-7神山谷遺跡)
( 1 ・ 2 瀬戸窯、 3-7 志戸呂窯)

志戸呂窯
静岡県の金谷付近に志戸呂で古瀬

戸後期頃から 、 古瀬戸を模して生産
されたのが志戸呂窯である。しかし 、

志戸呂の土は鉄分が多〈 、 瀬戸より

少し赤みを帯び、 少し重い。この時
期、 浜名湖北岸の初山でも焼かれて
L 、る。

本国Tでも篠本城跡、 神山谷遺跡、

新台遺跡などで瀬戸製品に混じって 、
志戸呂窯製品がある。

大窯 1 期の揺鉢(篠本城跡)

大窯摺鉢(神山谷遺跡) 22 



③ 常滑
中世では 、 瀬戸と並んで

尾張陶磁のもう 1 つの優と

して常;骨があげられる。常
滑も瀬戸と同じ古代須恵器

を源に、 現在の常滑市を中

心に知多半島全体に窯が築

かれ、 生産された 無紬の焼

き締め陶で、 最近では知多

とも言う。常;骨製品は土に

鉄分が多〈 、 ざっくりとし

ているところから主に大物

が作られ、 その主力は大賓

と提鉢であった。創業は平

安中期で、 中世を通じ現在
も統〈。その長期にわたる

生産で 、 警や提鉢の形状に

変化があ 1) 、 中世だけでも
それによって 1 ~ ll型式に

段階が分けられている。し

かし 、 16世紀になると 、 一

時的に生産を止められたこ

ともあり 、 近世では継続さ

れるも中世の様な隆盛は無
かったようである。

23 

6b型式大要

10型式大獲
常;骨大J1 2 点 (篠本城跡)



5 型式大斐

日

6b型式大要

8 型式大聾

常滑聾 (篠本城跡)
24 



1 (7型式費)

2 ( 11 型式費)

3 鳶口査 ( 6.型式)(内面には鉄紫が付着)

25 常滑聾 ・ 壷 ( 1 - 5 ・ 7 篠本城跡、 6 中島遺跡) ( 4 ・ 7 - 9 型式、 5 ・ 6 - 6.型式)



ヌ三重 (篠本城跡) ( 9 型式)

4 
常;骨壷 ( 1 - 3 ) ・ 費 ( 4- 日 )(芝崎遺跡)( 1-3 - 60型式、 4 ・ 5-6b型式、 6-5 型式)

仁室電

7 

常滑壷 ( 2 ) ・ 費 (中島遺跡) ( 1 ・ 6.7 -5 型式、 2-4-60型式、 8 . 9 - 9 型式)
26 
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L }  
常j骨裡鉢 (篠本城跡) ( 1 ・ 3-4 ・ 1 ト 5 型式、 2 - 6b型式、 6 ・ 7 ・ 9 ・ 10 ・ 12-14- 60型式、 8 - 3 型式、 15- 8 型式、
16. 19- 9 型式、 17. 18ー 7 型式、 20ー 10型式)



常j骨裡鉢と備前掻鉢 ( 3 ) (新台遺跡)

常;骨担鉢 (芝崎遺跡) (1 -3 ・ 7 - 5 型式. 4 - 7 型式、 5 田 6 ・ 8 - 8 型式)

常滑担鉢 (中島遺跡)( 1 - 6b型式、 2 - 60型式、 3 - 7 型式、 4 ・ 5 - 8 型式)
28 



山茶碗 (芝崎遺跡) ( 5 型式)

29 

常滑の控鉢は 、 初期段階から生産されていた
が、 1 5世紀誼半になると瀬戸や情前などで搭自

の入った揺鉢が生産されると 、 急激に需要が減
1) 、 1 6世紀にはほとんピ作られなくなった。し
かし 、 それまでの生産量は多〈 、 町内遺跡でも
多数出土している。古〈は 3 型式、 次いで 5 型

式があり 、こ の頃はロ縁が丸〈 、 高台力、付き 、

庇色の物が多〈 、 還元長焼成されたと思われる。

8 型式になるとロ縁が角張リ、厚手になって頑
丈で、 y <は赤色で般化先焼成になっている。
在鉢のほとんピは内面が Y ル y ルになっていて 、

世べ物をこの中に入れて播 I) ~冒すのに怯ってい

たことが分かる。

中茶碗は、生産地周辺では多量に出るが、 逮
捕地では非常に少ない。 これは産地地元消費の
ために作られたと推定され、 芝崎喧跡出土例は

非常に貴重である

常滑担鉢 (中島遺跡)( 8 型式)

常滑小皿 (篠本械跡)( 7 型式)



④ 渥美
渥美は 、 1 2世紀に文字通1) ;星美

半島で生産が開始され、 1 3世紀末

には廃窯した中世陶器産地である。
その特徴は平安時代の湖西窯須恵

器の影響を受け 、 灰色で叩白状の

押し印や線描き絵画などがある焼

き締め陶で、 常滑と違って胎土が
砂っぽく細かいざらつきがある。

町内では篠本城跡と芝崎遺跡、 中

島遺跡から 出土し 、 遺跡の年代を
;Wl るよで重要な資料である。

4 

渥美製品 (篠本城跡)

湾当|

J屋美製品 ( 1 -5 芝崎遺跡、 6 中島遺跡)
30 



⑤ 土器
中世のなっても 、 素焼きの

土器は継続して作られた。王
にカワラケと呼ばれる小皿は、

宴会等の 1 回限 1) の使用で捨

てられるため、 大量制作、 大

量消費であったと言われる。
大きい物では内耳土鍋が中世

後期になって 、 鉄鍋の代 1) に

作られ、消費された。 また 、

茶釜形土器も同様である。こ

のほか瓦器があるが、 あまり
多くはな l 、。

土器袴腰香炉 (篠本城跡)

31 

土器小皿 (新台遺跡)

土器小皿 (芝崎 ・中島遺跡)

土器筒形香炉 (新台遺跡)
瓦器筒形香炉 (篠本城跡)



内耳土鍋 (篠本城跡)

肉耳土鍋 (篠本城跡)

内耳土鍋 (新台遺跡)

茶釜形土器(神山谷遺跡) 茶釜形土器(篠本城跡)

32 
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近世
1 瀬戸・美濃登窯
江戸時代になると瀬戸や隣接の美濃で連房式登窯が築かれ、 織部、 志野など、 多様な

茶陶が生み出され、 この地域の陶器生産が飛躍的に発展した。その製品が町内でも芝崎、
篠本でも前段階より多〈出土している。江戸中期になると 、 品質の良い肥前陶磁器が入

ると、瀬戸 ・ 美濃製品の陶器は衰退し 、 後期には瀬戸 ・ 美 J農でも磁器生産を開

瀬戸・美濃鉄絵皿 (芝崎遺跡)(登窯前期)

瀬戸・美濃志野皿 (芝崎遺跡) ( 3 は大窯 4 、他は登窯前期)



瀬戸・美濃天目碗(芝崎遺跡) ( 市前期、 2 ・ 3 ・ 5 ・ 10中期、 8 大窯 3 )

瀬戸・美濃丸碗と小杯 (神山谷遺跡) (中期か)

瀬戸・美濃碗その他 ( 1 -3 鎧茶碗、 4腰錆紬茶碗、 5御室碗、 6腰折碗、 7 -10緑軸査、 1 1 ・ 1 2三彩
1 3 ・ 14白化粧地色絵土井E蓋身)( 1-6神山谷遺跡、 7 -14芝崎遺跡)(中~後期 34
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瀬戸 ・ 美濃用では 、 志野や天目茶碗等は江戸中期まで焼かれ、 中期から後期にかけて

腰錆粕碗が、 後期には鎧茶碗が作られるが、 中期から月巴前磁器が広がるにつれ、 瀬戸 ・

美濃陶器は販路を失った。そこで後期には瀬戸 ・ 美 J農でも磁器生産を開始し 、 広東碗や

端反碗が主流とな IJ 、 今日に至っている。

瀬戸 ・ 美濃ではこのほか、 香炉 、 石皿、 播鉢、 灯明皿、 徳利など、 生活に必要な様々
な器が生産され、 そのプランドは今も健在である。

瀬戸・美濃皿類
( 1 ・ 6-9芝崎遺跡、 2-5
神山谷遺跡) (1 - 3 灰紬皿、
4-6 石皿、 7-9黄瀬戸)

(中~後期)

瀬戸・美濃志野織部鉄粕鉢(神山谷遺跡)(前期 )



香炉
香炉は江戸時代全般を通じて瀬戸 ・ 美濃で

焼かれ、 それが町に入って来ている。王に筒

形あるいは高台付の碗形で 、 灰紬から鉄紬、

長石紬などが塗られ、 内面は無粕である。

徳和l
徳幸'iは瀬戸 ・ 美濃でも盛んに焼かれ、 主に

灰紬を施したー升徳利や五合徳利など、 容量
が規格的なものであった。これは酒屋で酒を

買った時に入れてもらう容器で 、 酒屋の専属

で通い徳手'1 と呼ばれた。

灯明皿類
灯明皿類には 、 内面に

稜のある受皿、 縁に芯受

が付いた皿、 何も無い油

皿、 内面中央に之、立の付

いた乗燭なとがある。
産地は瀬戸 ・ 美濃のほか、

江戸等で焼かれた物もあ

る。

徳利 (神山谷遺跡)

灯明皿類 (主に神山谷遺跡)
(1 - 5 灯明受皿、 6 油皿、 7
・ 8 灯明皿、 9 . 1 0乗燭)

(後期)

36 
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2 京・信楽系陶』話器
江戸の京焼と言えば、 清水焼や

仁清、 乾山などが有名であるが、
それらプランド物は町内からは出

な L 、。しかし 、 町内からはわずか

であるが、 京焼がが出土している。
その特徴は胎土は密で、 紬は鈍い

光沢の透明粕が多〈 、 中には鉄紬

で柄を描いている物もある。その

最も多いのが、 杉茶碗である。

肥前系陶器 (芝崎遺跡)
(13-1 8よ野焼か、 19- 23唐津焼か)

らく肥前磁器といっしょに流通し

たためと考えられるロ
今日でもこの肥前系陶器には 、

唐津、 上野のほかに小鹿田焼が有

名で、 それぞれ味わいのある特徴
的な陶器が作られている。

京・信楽系陶磁器 (神山谷遺跡)
( 2 ・ 6 - 8 杉茶碗)

京焼は 、 その原土は京では産出せず、

その多くは良好な陶土を産出する近く
の信楽から取 IJ 寄せ、 これを精製して

使ったようである。そのため胎土はき

めが細かく 、 比較的簿作 IJ ができ 、 精

微な焼き物となっている。しかし 、 胎

土からは京焼か信楽かは判:5' ) できない
ところから 、 京 ・ 信楽~*、と呼ばれる。

3 肥前系陶磁器
肥前系陶磁器では、唐津系の陶器と

有田系の磁器とに大きく分けられる。
江戸前期の唐津では赤褐色の胎土に白

化粧土をか Ij た三島手や鉄絵を描いた

絵唐津があり 、 後期には緑色粕をかけ

たよ野焼がある。
町内では芝崎遺跡から唐津と思われ

る茶碗が数克出土している。また 、 上
野焼と思われる碗、皿が芝崎、 経本等

からも出土している。これは銅の緑青
色紬を簿〈掛け 、 胎土は紋密であるの

を特徴とするが、産地は長〈不明であ

った。比較的多〈見られるのは 、 おそ



肥前磁器は 、 16世紀末に

有田で磁石が発見され、 初

期から中国磁器に倣って染

付が生産された。 1 7世紀の
は初期伊万里と呼ばれ、 や

がて赤絵や色絵が付けられ、
柿衛門様式や鍋島などの高

級磁器が生まれ、 贈答用や
輸出もされた。

1 8世紀になると有田の南

の波佐見で、よ 1) 安価な磁

器生産が開始され、こ れが

庶民用として全国に波及し

て行った。

染付皿 (芝崎遺跡)
( 1 は鍋島様式)

染付花瓶と広東碗 ・ くらわんか碗
(芝崎遺跡)

38 



39 

江戸中期になると 、 肥前

窯では染付で草花文を描
いた丸碗が多量に生産さ

れた。これで大坂の飯屋

が淀川船で 、 飯喰らわん
かと言ったことから 、 く

らわんか碗と呼ばれたと

いうロこのくらわんか碗

主に有田の南の波佐見

窯で焼かれ、安価であっ

たことから 、 全国に流通

した。

広東碗は 18世紀後半から 19世紀はじめに生産された染付碗、は じめ肥前で 、 後に瀬戸でも生産

された。高台が高〈 、 体部はほぼ直線的に開いて立ち上がり 、中国製碗を模したと思われる。



赤絵碗 ( 1) と人形 ( 2 ) 、赤絵 ( 3 )
・染付矧徳利 ( 4 - 7) ( 1 ・ 4 田 6
中島遺跡、 2 -3 ・ 5 ・ 7 神山谷遺跡)

4 江戸後期の染付磁器
江戸後期になると 、 磁器生

産は瀬戸 ・ 美濃諸窯でも開始

され、 茶碗など肥前に劣らな

い染付も見られる。左の端反

碗の多くは瀬戸 ・ 美濃窯産で 、

19世紀前半代の物である。

染付端反碗 (神山谷遺跡) (登窯後期)

40 
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5 摺鉢と卸皿
摺鉢
江戸時代の播鉢は 、 瀬戸

のほかに、 大坂堺で焼かれ

た物が多〈入ってきている。

これは元々備前系の流れを
くむ、 赤茶色の焼き締め陶

で 、 縁が分厚く強靭な作り

になっている。

卸皿
神山谷遺跡からは 、 方形

の卸皿が 2 点出土している。

いずれも鉄紬を砲し 、 瀬戸

・ 美濃産と思われる。

堺揺鉢と卸皿 (神山谷遺跡)

堺揺鉢 (神山谷遺跡)
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中国の窯業地は全土に広がるが、 日本への主要輸出港が中部の寧波であったため、 ここに近い

龍泉が最も多くなった主な原因であろう。 ま た 、 明代になると景徳鎮の染付に移 1) 、 16世紀には

その製品が凌駕するようになった。それに合わせて国内でも有田で磁石が見っかけ 、 磁器生産が
可能となって、 圏内に市場が広がるだけでなく 、 中国の禁輸と有田磁器の技術進歩とによって海

外へも輸出されていった。
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常;骨大費 (出土地不明)

おわりに
横芝光町は、 千葉県内では小さい町である。そんな小さい闘Tで考古資料は県内でも自慢できる

ほど、 質 、 量ともに収蔵している。それはこれまでの発掘調査が、 大規模で数が多かったという
だけでは到底説明できな L 、。これはやは 1) 地域的な特性があったと言うほかなし、。今回、 中・近

世の陶磁器を取 1 ) 上げたが、これも多数にのぼり 、 とても全部を図録に載せることも 、 展示に出

すこともできなかった。また 、 種類も多〈 、 中には専門家に見てもらっても不明な物もあ 1) 、 そ

んなに古い時代でなくても 、 まだまだ研究の余地がある 、 奥深い分野であることを改めて知らさ
れた。ここに示した中でも、まだ異なる物もあるかもしれな L 、。もし 、 ご存知の方がいらっしゃ
ればご教示願えれば幸いである。

横芝光町出土の

中近世陶磁器
令和 2 年町民ギャラリー展示図録
発行日令和 2年10月 31 日
編集・発行横芝光町教育委員会
印刷 サンヨーメディア株式会社



 


